
○基本的視点の再チェック

※対象が個人の場合は☑不要

○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果 ※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

○補助事業の収支状況　※上段:補助事業等に要する経費　[下段]:補助対象経費

※
1

※
2

※ ※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

1

※
2

※１　補助事業にかかる決算確定後(実績報告時等)速やかに更新　※２　予算内示後速やかに更新

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

函館市医師会看護・リハビリテーション学院運営費補助金
開　始

令和２年度
年　度

(単位：千円)

年　度
助　　成　　金

事業収入 会　費 繰越金 計
市

団体等 　　課税事業者
　　免税事業者の状況

公益社団法人　函館市医師会

作業療法士および理学療法士の養成に係る経費補助

　道南唯一の作業療法士および理学療法士養成校として本市における作業療法士および理
学療法士の育成ならびに安定的供給を図る。

　・道南地域の高校生の進路拡大および，若年人口の減少抑制。
　・医療人材の確保や医療と介護の連携強化など，医療等サービス提供体制の強化。

入
R4

(決算)

その他

収
R2

(決算)

2,700

[2,700]

団　体　名

助成の根拠規定等 ・函館市補助金等交付規則
・函館市医師会看護・リハビリテーション学院運営費補助金交付要綱(条例・規則・要綱等)

内　　容

R4
(予算)

R3
(決算) [3,700] [] [160,181] [] [761] [164,642]

4,700

135,506

[117,062]

R5
(予算)

[4,700] [] [200,539] [] [428] [205,667]

[] [261] [231,540][226,579]

0 342,350 0 8,291

支
R2

(決算)

年　度 人件費 事務費 事業費
上部団体

負担金等

[75,852] [17,053] [24,157]

75,852 17,203 42,451

R3
(決算)

R4
(予算)

106,954 247,139

[106,954] [21,734] [35,954]

[231,540]

355,981

[130,866] [22,249] [52,552] [205,667]

139,244 355,341

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

函館市医師会看護・リハビリテーション学院運営費補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

R5
(予算)

出
R4

(決算)

130,866

[139,244] [26,885] [65,411]

３
自主性（自主自立に向け努力している
か）

　新規施設のため，光熱費や事務費等運営経費
の節減に努める。

４
有効性（他の手法ではなく補助するこ
とが，施策目的実現に最適か）

「学校運営費」という性質を考えた場合，委託
や負担金ではなく，補助によることが適切であ
るといえる。

１

公益性
（明確な公益性があるか）

　当該補助金は，道南で唯一，作業療法士およ
び理学療法士の養成学科を有する養成校への運
営費補助であり，道南の高校生の新たな進学先
の確保および若者の市外への流出の抑制に貢献
しているほか，医療人材の確保や医療と介護の
連携強化など，医療等サービス提供体制の強化
に貢献できる。

２
必要性（補助しなければならない事業
であるか）

　道南地域で作業療法学科および理学療法学科
を有するのは同校のみであり，道南地域の高校
生の進路の一つとして重要な役割を果たしてお
り，同校の教育内容を充実させることは，他都
市への医療人材の流出抑制に必要である。

　①広く市民生活の向上に貢献する
　　事業

　②市民ニーズが高い事業

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

７ 経常経費の節減に努めているか

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

５ 前年度繰越金は生じていないか

3,700 247,139

135,506

[117,062]

367,582

[4,700] [] [234,497] [] [261] [239,458]

4,700 355,981

計

4,700 355,341

[4,700] []

[164,642]

142,771 367,582

[142,771] [26,644] [70,043] [239,458]

276 131,980 0 550

0 242,292 0 1,147

[276] [113,536] [] [550]

0 345,800 0 17,082

2,290 338,843 0 10,148

21,927 118,258

26,860 197,951

22,453 202,662

27,137 188,960



○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容※現行のまま継続の場合はその理由を記載）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定　※３年間を目途とした終期を設定し，終期到来年度には必ず見直しを検討すること

令和　　7　　年度 終期到来時に再検討 令和　　７　　年度

現行のまま補助を継続
　本補助金は道南で唯一の理学療法士・作業療法士養
成校に対し，令和２年度から交付を開始し，同校の教
育内容の充実に寄与してきた。当該リハビリテーショ
ン職の育成および安定的供給ならびに若者の市外流出
の抑制を図るため，同校への補助は現行のまま継続す
る。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

函館市医師会看護・リハビリテーション学院運営費補助金

　①　入学者数実績
　②　市内における理学療法士，作業療法士としての就職状況

　①　【令和２年度実績】作業療法学科：４０名，理学療法学科：４０名（定員各４０名）
　　　【令和３年度実績】作業療法学科：３９名，理学療法学科：４０名（定員各４０名）
　　　【令和４年度実績】作業療法学科：４０名，理学療法学科：４０名（定員各４０名）
      【令和５年度実績】作業療法学科：４０名，理学療法学科：４０名（定員各４０名）

　②　【令和４年度卒業生】　作業療法学科：５６．８％，理学療法士学科：５１．４％

　人口減少や若者の市外への流出という問題が深刻化し
ているなかで，同校の存在は，市内における新たな進学
先の創出，さらには人口流出の抑制に貢献していると考
えられる。また，同校卒業生が市内近郊の医療機関に就
職することで，本市における作業療法士および理学療法
士の安定的な供給に繋がる。


